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株式会社 ツクバ

情報通信機械器具製造業

需要の増加が見込まれる、産業用ロ
ボット部品加工の受注拡大を目指す
当社は、親会社やメーカーから提供される加工図面
に基づく、精密機械加工を受注している。機械加工に
使用する治具の設計、開発、製作も行っており、こうし
た一連のプロセスを自社内で行うことは当社の大きな
強みとなっている。
当社はこれまで、携帯電話機やノートパソコンなど
産業用機器主要部品の精密加工を中心に受注してきた
が、この加工は近年、加工賃の安価な海外へ移行され、
受注量は大幅に減少している。こうした背景を受け、
当社では人口減少による人材不足から今後需要の増加
が見込まれる産業用ロボット関連部品の加工へとその
軸足を移しつつある。
しかし、産業用ロボット部品の加工は業界内で効率
化を求めた結果、複数パーツの融合化が進み、加工難
易度は高くなり、加工にも多大な時間を必要としてい
る。一方ロボットメーカーからは、難しい高度な加工
と更なる短納期化が求められており、当社はこれらの

加工難易度の高い産業用ロボット関連部品の受注拡大のため、新た
な生産体制を構築

産業用ロボット部品加工の受注拡大を目指し、３次元データの活用プロセスの見直しを図り、
同時に高精度マシニングセンタを導入。
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治具の設計、製造を行うこともツクバの強み。

要望に応えるため、新たな生産体制の確立と人材育成
に取り組むこととした。
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高度な加工技術の確立と短納期化を図り、受注を拡
大するためには試作加工の設計開発プロセスの見直し
と高精度マシニングセンタの導入が必要であった。
発注者は高精度な加工技術を求めることから、３次
元CADプログラム（３次元コンピユータ支援設計）の
図面を利用し始め、当社に提供される加工図面も３次
元CADデータ処理されたものが急増していた。こう
したことから、当社では加工治具製作を含め、現在使
用しているソフトを活かしながら人材育成も兼ね、「加
工プログラム作成手順」を新たに構築した。また、当社
の各部門から担当者を選び、この方々に社内OJTの履
行とともに外部研修に派遣し、加工プログラムの作成
および段取り替えの教育訓練を行い、加工プログラム

本事業で取り組んだ設計開発プロセスの見直しと高
精度マシニングセンタの導入により、効率的な生産体
制の確立が図られ、既存取引先からの受注量拡大へと
つながった。また、メーカーが要求する精度、納期、コ
ストを満たすことが可能となり、新規取引先の獲得に
至っている。この結果、産業用ロボット分野の売り上
げは、この数年で約４％の増加が図られている。
さらに、産業用ロボット部品の加工実績を積み上げ
ることにより、この分野の品質管理ノウハウを蓄積で
き、今後もこの分野に注力したい当社には大きなメ
リットとなっている。これを契機に今後、新たに高精

３次元データの構築と高精度マシ
ニングセンタの導入

実績をアピールし、受注量増大と新規取引先の開拓を図る

技能者として育成に努めた。
こうして平成27年１月、新たな高精度マシニングセ
ンタを導入し、独自に設計開発する治具作成をマシニ
ングセンタに組み合わせ、難易度の高い部品加工を短
時間で行うことが可能となった。

度マシニングセンタの導入を図り、ロボット産業関連
事業の拡大を図っていきたい。

「新規設備の導入と設計
開発プロセスを見直した
結果、各部署間の連携
強化が図られた」と話す、
生産管理部の後藤成幸
部長。

急増する３次元CAD図面に対応し、治具製作における設計開発プロセスについて見直し
を図った。

高精度、効率的な生産体制を実現
高精度マシニングセンタ導入後の産業用ロボット部
品のテスト加工では、既存設備で加工していた時に比
べ、加工精度の向上と加工時間の短縮が確認され、平
成27年４月より生産転用を開始した。
新たに導入した高精度マシニングセンタにより加工
精度が向上したほか、既存設備より加工範囲が広く、切
削刃の回転が速くなったことから加工効率も向上し加
工時間の削減、生産数量の増大と短納期化を実現した。
このマシニングセンタの導入は、当初目的としてい
た産業用ロボット部品の加工に加え、既存受注部品加
工の効率的な生産にも大きく貢献することとなった。

本事業により導入した高精度マシニングセンタ。産業用ロボット部品加工に求められる高
い精度と短納期化に対応。




